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刊行のことば 

 

玉名市は、縄文時代から今日に至るまで長い歴史を持ち、豊富な文化財が所在する地域で

す。市域の中央部に菊池川が流れ、川と共に発展した地域であり、熊本県北部における政治

経済・教育文化・観光の拠点としてさらなる発展を遂げようとしています。このような中で、

玉名市教育委員会では市内に所在する文化財の指定と適切な管理・活用に常に取り組んでい

るところであります。 

 今回刊行した文化財調査報告書は、高瀬船着場跡と関連する遺跡に関する調査内容をまと

めたものです。高瀬は、菊池川下流域に位置する河口港として、菊池川水運の中核を担いな

がら古くから発展してきました。近世以降は高瀬御蔵、高瀬御茶屋と一体的に整備され、玉

名地域のみならず、熊本藩内においても年貢米の積み出し港として重要な位置付けになって

いました。 

 しかし河川に隣接することから、幾度となく洪水に見舞われ、護岸石垣の整備が行われて

きた中で、旧玉名市では昭和51年、新玉名市では平成19年に市の史跡に指定して保護を図

ってきました。近年は、平成 27 年度からの国土交通省の高瀬かわまちづくり事業による護

岸整備の実施や、平成 29 年度に認定された日本遺産の構成文化財の一つとして取り上げら

れるなど、その重要性はますます高まっています。 

今回の調査結果が、市民の皆様を始め多くの方々の文化財に対する理解の一助となれば幸

いです。 

最後になりましたが、調査にあたっては、各方面で多くの方々にご指導、ご協力を賜った

ことに対しまして厚くお礼を申し上げます。 

 

 

 平成３１年３月２７日 

 

 

玉名市教育委員会 

教育長 池田誠一 

 



例 言 

 

１． 本書は、玉名市教育委員会が国からの補助を受けて実施した、玉名市指定史跡の高瀬船着場跡の調査報告書である。 

２．調査は、玉名市教育委員会文化課が実施し、主に末永が担当した。また、過去の市内遺跡試掘確認調査の成果を併せて 

再録した。 

３．本書掲載のトレンチ、遺構の実測図は、各担当者が作成した。 

４．本書に掲載した写真は、晒船着場跡の航空写真は国土交通省九州整備局菊池川河川事務所からの提供を受けた。その他の 

調査写真は末永、石松が撮影した。 

５．第10図～第13図、第17図の測量図は、agisoftフォトスキャンSEを使用して作製した3次元モデルとオルソ画像をも

とに、石松、末永が作製した。 

６．本書の編集及び執筆は玉名市教育委員会で行ない、末永が担当した。 
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第Ⅰ章 調査の概要 
 

第1節 調査に至る経緯 

 高瀬船着場跡は、玉名地域の中心地である高瀬に所在し、菊池川下流域に位置する河口港として古くから発展

してきた。近世以降は高瀬御蔵、高瀬御茶屋と一体的に整備され、玉名地域のみならず、熊本藩内においても年

貢米の積み出し港として重要施設に位置付けられた。 

 河川に隣接することから、幾度となく洪水に見舞われ、護岸石垣の整備が行われてきた中で、旧玉名市では昭

和51年、新玉名市では平成19年に市の史跡に指定して保護を図ってきた。 

 平成24年からは、国土交通省の「かわまちづくり支援制度」による事業の一環で、平成26年から29年度に

かけて高瀬船着場跡の護岸工事や広場整備が実施された。史跡の適切な管理と活用策の議論の中で、さらに効果

的な管理及び利用、活用を目指すため、高瀬船着場跡やその関連施設の調査を行うこことなった。 

 調査は、平成29年度に全体の現状確認や、一部測量、図化作業を行い、平成30年度に測量、図化作業、晒船

着場跡の確認調査と報告書作製業務を行った。 

 

第2節 調査の組織                    

平成２９年度                     平成３０年度 

調査主体  玉名市教育委員会             調査主体  玉名市教育委員会 

調査責任    教育長   池田誠一                       調査責任  教育長   池田誠一 

調査総括  教育部長 戸嵜孝司                       調査総括  教育部長 戸嵜孝司 

文化課長 竹田宏司                                  文化課長 松田智文 

文化財係長 田中康雄                                 文化財係長 田中康雄 

調査担当   参 事    末永 崇                       調査担当  参 事  末永 崇 

                                                                 技術主任 石松 直 

発掘作業員       陶山哲士 

 

調査協力、指導  国土交通省九州地方整備局菊池川河川事務所  熊本県教育庁教育総務局文化課   

玉名市文化財保護審議会  玉名町１３区   

      

第Ⅱ章 遺跡の内容 
 

第１節 地理的環境 

 高瀬が所在する玉名市は、熊本県北部の菊池川下流域を中心とし、市域は南北約17km、東西約14.5km、面積

約153k㎡に人口約6万6千人を有する。 

菊池川は、熊本県北部に位置する一級河川で、阿蘇外輪山を源とし、菊池、山鹿、玉名地域を貫流して有明海

へと注ぐ。本流の流路延長約 61.2km、主な支流は繁根木川、木葉川、内田川、江田川、合志川、岩野川などの

河川66、流域面積996k㎡である。 
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第 1図　高瀬船着場跡関連遺跡位置図

高瀬船着場跡

晒船着場跡
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菊池川右岸、市の北側に位置する小岱山は、風化の進んだ花崗岩山塊で、南側にかけて緩やかな丘陵地帯が広

がっている。市街地は、低い洪積台地が侵食を受けた低く緩やかな丘陵上に形成され、低地は主に水田になって

いる。菊池川左岸は、金峰山系の丘陵地が菊地川まで迫り、右岸同様に低丘陵上に集落が形成されている。 

流域には、阿蘇溶結凝灰岩が浸食されてできた露頭が多くみられる。それらは「灰石（はいいし）」と呼ばれ

古墳時代以降、石棺、石塔や石碑、石垣などの建築材などに多く利用され、石切場が点在している。 

菊池川の堆積作用によって、河口付近には常に土砂が供給されて干潟が形成される。この干潟を耕作地として

利用することが進められ、近世初頭の加藤清正肥後入国後から本格的に干拓事業が実施された。干拓事業は江戸

時代以降から現代の国営干拓まで連綿と続けられ、菊池川下流域の大部分は干拓によって新たに造成された土地

である。 

高瀬は、菊池川の土砂運搬作用で形成された砂洲であり、その一帯を意味する「高洲」が「高瀬」に転化した

といわれている。高瀬の北側に所在する保田木神社周辺は、高瀬では標高が最も高く、縄文時代の貝塚が確認さ

れている。縄文海進時には、高瀬付近まで海岸線であったと考えられる。 

 

第２節 歴史的環境 

（１）高瀬の歴史 

玉名市内には、縄文時代の貝塚が多く分布しており、高瀬の北側、現在の保田木神社周辺には保田木貝塚、繁

根木川を挟んだ高瀬の西側の繁根木には、繁根木貝塚が所在する。 

弥生時代では、玉名市山田の高岡原遺跡や玉名市岱明町塚原の塚原遺跡で弥生時代中期から後期にかけての住

居跡が発掘調査で確認されている。 

古墳時代では、繁根木の繁根木古墳、伝左山古墳が所在する。 

古代の玉名郡においては、現在の玉名市立願寺を中心として、白鳳期から奈良時代の瓦が大量に出土する立願

寺廃寺のほか、玉名郡倉推定地、玉名郡家跡などの郡衙関連施設が所在したとされる。玉名郡司は、玉名郡和水

町瀬川出土の銅板墓誌にも名前がみえる日置氏であり、立願寺一帯を根拠地にしていたとみられる。その日置氏

も平安時代後期には、菊池川沿いに進出してきた菊池氏によって次第に勢力を弱めていったとみられる。 

 平安時代後期から鎌倉時代にかけては、玉名郡内に荘園が成立していった。現在の荒尾市方面の野原荘、菊池

川右岸の玉名市中央部から岱明町にかけての大野別符、菊池川左岸の伊倉を中心とした伊倉別符、菊池川右岸の

玉名市玉名より上流にかけての仁和寺領玉名荘、玉名市梅林付近の安楽寺領玉名荘、南関町方面の臼間野荘があ

る。荒尾の野原荘は、宇佐弥勒寺喜多院を領家とし、岩清水八幡宮を本家としていた。鎌倉時代には関東御家人

の小代氏が地頭職を得てその後戦国時代に至るまで一貫して地頭職を継いだ。仁和寺領玉名荘は、王家領の無量

光院山鹿荘の一部を分割して仁和寺仏母領として成立した。伊倉別符は、日置氏の所領であったのが、のちに宇

佐八幡宮の所領となった。 

 大野別符は、現在の玉名市高瀬、立願寺、築地と岱明町を含む一帯で、高瀬の隣接地の繁根木には荘鎮守と考

えられる繁根木八幡宮とその神宮寺の寿福寺があった。寿福寺は明治時代以降廃寺となったが繁根木神社は現存

する。 

高瀬が史料上初めて登場するのは、鎌倉時代の元亨元年（1321）の阿蘇社進物文写で、その中に「たかせ」の

地名がみられる。寿福寺や宝成就寺の創建年代から、鎌倉時代あるいはそれ以前の段階で、すでに菊池川沿いの

拠点的な地域として発展していたと考えられている。 

 南北朝時代には、九州に征西将軍として懐良親王が菊池武光によって迎えられた。菊池氏は懐良親王を奉じて



- 4 -

第２図　高瀬船着場跡周辺遺跡分布図

1 高瀬船着場跡、高瀬御蔵跡、高瀬御茶屋跡
2 高瀬本町通遺跡　　11 亀甲遺跡　　　　　20 古閑遺跡　　　　29 木船東遺跡　　   38 塚原遺跡                47 唐人町遺跡  　　56 滑石諏訪神社
3 高瀬川床遺跡　　　12 南出遺跡　　　　　21 東南大門遺跡　　30 尾崎貝塚　　　   39 小島城跡　　　   48 東塘跡　　　　  57 小路遺跡
4 永徳寺川床遺跡　　13 玉名高校校庭遺跡　22 浄光寺蓮華院跡　31 尾崎遺跡　　　   40 鶴地遺跡　　　   49 北牟田遺跡　　  58 小浜船着場跡
5 玉名平野遺跡群　　14 中尾城ノ下遺跡　　23 築地館跡　　　32 下河原条里跡　　   41 桃田遺跡群　       50 新町遺跡 
6 繁根木遺跡群　　　15 春出遺跡　　　        24 前畑遺跡　　　33 木船西遺跡  　　      42 桃田原遺跡　　   51 大浜船着場跡
7 繁根木貝塚　　　　16 中尾春出遺跡　　　25 今見堂遺跡　　34 下前原遺跡　　　   43 伊倉天神木遺跡   52 西塘跡
8 繁根木山寿福寺跡　17 中尾馬場遺跡　　　26 東原遺跡　　　35 正覚寺跡　　　　   44 千田船着場跡　   53 晒船着場跡
9 岩崎城跡　　　　　18 天神木遺跡群　　　27 大原遺跡　　　36 築地次郎国秀館跡   45 中北遺跡群　　   54 榊神社
10 岩崎原遺跡　　　  19 高岡原遺跡                 28 木船遺跡             37 年の神遺跡                46 西田端遺跡       　55 旧滑石船着場跡

1

3

4

5

6

8

7

9

11

10

12

13

14

15
16

17

181920

21

22

24

25

26 27
28
29

3031
32

33
3435

36

37
38

39

40

41
42

43

44

45

46

4748

4950

51

52
53

54

55
56

57

58

23

2

1



- 5 -

第２図　高瀬船着場跡周辺遺跡分布図

1 高瀬船着場跡、高瀬御蔵跡、高瀬御茶屋跡
2 高瀬本町通遺跡　　11 亀甲遺跡　　　　　20 古閑遺跡　　　　29 木船東遺跡　　   38 塚原遺跡                47 唐人町遺跡  　　56 滑石諏訪神社
3 高瀬川床遺跡　　　12 南出遺跡　　　　　21 東南大門遺跡　　30 尾崎貝塚　　　   39 小島城跡　　　   48 東塘跡　　　　  57 小路遺跡
4 永徳寺川床遺跡　　13 玉名高校校庭遺跡　22 浄光寺蓮華院跡　31 尾崎遺跡　　　   40 鶴地遺跡　　　   49 北牟田遺跡　　  58 小浜船着場跡
5 玉名平野遺跡群　　14 中尾城ノ下遺跡　　23 築地館跡　　　32 下河原条里跡　　   41 桃田遺跡群　       50 新町遺跡 
6 繁根木遺跡群　　　15 春出遺跡　　　        24 前畑遺跡　　　33 木船西遺跡  　　      42 桃田原遺跡　　   51 大浜船着場跡
7 繁根木貝塚　　　　16 中尾春出遺跡　　　25 今見堂遺跡　　34 下前原遺跡　　　   43 伊倉天神木遺跡   52 西塘跡
8 繁根木山寿福寺跡　17 中尾馬場遺跡　　　26 東原遺跡　　　35 正覚寺跡　　　　   44 千田船着場跡　   53 晒船着場跡
9 岩崎城跡　　　　　18 天神木遺跡群　　　27 大原遺跡　　　36 築地次郎国秀館跡   45 中北遺跡群　　   54 榊神社
10 岩崎原遺跡　　　  19 高岡原遺跡                 28 木船遺跡             37 年の神遺跡                46 西田端遺跡       　55 旧滑石船着場跡

1

3

4

5

6

8

7

9

11

10

12

13

14

15
16

17

181920

21

22

24

25

26 27
28
29

3031
32

33
3435

36

37
38

39

40

41
42

43

44

45

46

4748

4950

51

52
53

54

55
56

57

58

23

2

1

九州の南朝方の中心として、一時は太宰府を占拠して征西府を打ちたてるなど優勢だったが、長くは続かなかっ

た。 

この頃、菊池武光の弟の武尚が、高瀬の保田木城を拠点とし、その息子の武国から高瀬氏を名乗るようになっ

た。正平9年（1354）に武尚が清源寺に土地を寄進し、この頃から高瀬は本格的な発展期を迎えた。正平9年以

降文明18年（1486）まで、高瀬氏が所領を寺院に寄進するなどの文書が多く残っており、高瀬に強い影響力を

持っていた。 

 絶海中津（臨斉宗の高僧）が応安元年（1368）に大陸渡海の途中に高瀬に立ち寄ったことが記されており、「予、

南遊におよび肥後高瀬津に寓す」とあることから、当時高瀬の港は「高瀬津」と一般的に呼ばれていた。 

応永20年（1413）の高瀬盾楯寄進状には、 

 

寄進し奉る 

肥後国玉名郡高瀬談義所宝成就寺敷地の事 

東は限る堀、南は限る浮津江 

西は限る繁根木川、北は限る籠手屋敷 

 

と記す。高瀬氏から宝成就寺に敷地を寄進する内容であり、その範囲が示されている。この中で、寺院の南は「浮

津江」であり、その地点が南北朝時代前後における船着場として、高瀬津の中心であったと考えられる。船着場

として利用され、出入りする船に課す津料の徴収など、港の管理運営には繁根木神社及び寿福寺と宝成就寺がそ

の役目を担っていたことが推測されている。 

宝成就寺と浮津江の間には、のち三池往還となる道路があり、道を挟んで北に宝成就寺、南に浮津江、さらに

その周辺には籠手屋敷や銀細工屋敷などが並んでいたという景観が想定される。三池往還に相当する道路の南側、

現在の肥後銀行周辺以南が浮津江に相当する範囲と推定される。肥後銀行建て替えに伴う確認調査では、約2.5m

掘り下げた地点で江戸時代の陶磁器が出土していることから、その部分は江戸時代までに埋没したと考えらえる。

その後の港機能は、現在の高瀬船着場跡周辺へ移っていったと考えられる。 

元中 9 年（1392）に南北朝が統一した以降も、応仁の乱（1467～1477）などの戦いが全国各地で続き、16 世

紀（1500 年代）以降、肥後国内では肥後国守護職及び菊池家の家督相続を巡って、菊池氏、阿蘇氏をはじめと

する諸氏間で混乱がみられ、多くの戦いが発生した。その中で文亀3年（1530）、高瀬の保田木城主高瀬武盾は

宇土で討死にした。菊池氏の影響下にあった高瀬は、戦国時代になると、豊後の大友氏の勢力が肥後に拡大する

につれ、高瀬も大友氏の勢力下に組み込まれていった。 

 イエスズ会のポルトガル人宣教師フランシスコ・ザビエルは、天文18年（1549）、鹿児島に来訪し、日本にお

ける布教活動を開始した。キリシタン大名としても知られる大友宗麟は、領地内において積極的にキリスト教を

布教し、ポルトガル国王に書状や使者を送るとともに、貿易で多くの文物を得た。ザビエルに続いて多くの宣教

師が来日し、布教に熱心な大友氏の勢力化にあった高瀬にも、永禄7年（1564）にルイス・デ・アルメイダが訪

れた。その他にもコスメ･デ･トーレス、ドルテ･ダ･シルバなどが訪れ、布教を進めた。全国的なキリシタンの動

向については、一部の信者が寺社仏閣に危害を加えるなどの事件があり、宣教師がスペイン・ポルトガルによる

植民地化の先鋒を担っているという疑惑から禁止されるようになり、次第に迫害されるようになった。 

 永禄11年（1568）、大友宗麟は西洋の新しい武器である「石火矢」（大砲）を手に入れようとし、天正初年、

石火矢はポルトガル人を通じて届けられた。天正4年（1576）と推定される文書に、高瀬津に石火矢が着岸し陸
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揚げされたと記されている。高瀬は、大友氏勢力下での有力な港として、南蛮貿易にも重要な役割を果たした。 

 天正6年（1578）、日向国の耳川の戦いで大友氏が島津氏に大敗した結果、肥後国内で大友氏の勢力が弱まり、

高瀬への大友氏の影響力も弱まった。北から龍造寺氏、南から島津氏が肥後に侵入し、天正10年（1582）に菊

池川を境に北が龍造寺氏、南が島津氏の勢力が対峙することとなった。続いて天正12年（1584）、島原の沖田畷

の戦いで龍造寺隆信が島津勢に討ち取られ、敗退した。以後、九州内の島津氏以外の勢力は弱まり、高瀬も島津

氏の支配下となった。 

天正15年には豊臣秀吉が九州平定のため、大軍を進めた。このとき秀吉軍は高瀬にも立ち寄って願行寺に宿

泊した。この年島津義久は降伏し、秀吉の九州平定は終わった。 

九州平定後の肥後国は、北陸の越中城主であった佐々成政が入国した。入国早々に成政と肥後内の国人は検地

を巡り対立し、国衆一揆が起こった。佐々成正は秀吉方の増援を得て最後は田中城（現在の玉名郡和水町）が陥

落し、平定されたものの、佐々成政は失政の責をとり切腹した。 

天正16年には成政の後へ肥後北部に加藤清正、肥後南部に小西行長が入国した。加藤清正は、熊本城の築城

をはじめとする土木事業を盛んに行い、戦乱の世で疲弊した領内の復興に努めた。また清正は、高瀬津にあった

永徳寺を詫摩郡十禅寺村に移築させ、跡地に米蔵を建設したとされる。加藤清正の事業として特に知られている

のが、菊池川流路の変更と石塘の築堤である。菊池川の流路は、本来高瀬から下流の千田から伊倉方面に流れ、

横島と辺田見の間を通って海に流れていた。高瀬へとやって来る船は、この旧菊池川河口を通り、伊倉を経由し

て高瀬へ到達した。これを千田から西へ廻し、大浜町、晒を経由して海に流れる現在の流路に付け替えたと伝え

られている。旧菊池川河口に相当する、横島と部田見の丘陵間には石塘を築堤し、潮入りを完全に遮断した。さ

らに東塘と西塘も整備した結果、小田牟田全域の耕地化が実現したとされている。 

 これによって、伊倉は港としての機能はなくなり、川を利用した水運は、高瀬―大浜―晒のルートが近世以降

発展することになる。 

 

（２）菊池川水運について 

熊本県北部の主要河川である菊池川は、下流の高瀬が中世以降に港として機能し、近世以降高瀬御茶屋、高瀬

御蔵が設置され、河川を利用した水運が盛んになった。特に米の積出港としての機能が整備され、高瀬船着場跡

には現在も俵ころがしなどの施設が現存している全国的にも稀な遺跡である。 

高瀬は、中世から地域の拠点として発展し、江戸時代以降も地域の政治・文化・経済・交通の要所として重要

視された。江戸時代の熊本藩は、全国的の米の産地として知られ、年貢米を大坂の堂島へ送るため、津端三蔵と

呼ばれる高瀬・川尻・八代の各御蔵を整備した。高瀬御蔵には、菊池川流域の玉名・山鹿・菊池・山本郡内から

の年貢米が納められ、嘉永年間には最大25万俵ほどが集積された。堂島への積み出し量は、文化年間の船積量

が藩全体で約40万俵であり、うち高瀬20万表、川尻15万俵、八代5万俵と、高瀬御蔵では藩内の約半数の年

貢米が取り扱われた。 

また、高瀬の下流約1.5kmの下流にある大浜町は、古くからの港町として知られており、高瀬と同様に菊池川

水運を利用した港町として栄えた。大坂への米運搬に従事する上荷船以外に、米以外の農産物（納屋物）を上方

へ輸送する廻船が活動し、大坂屋や長崎屋などの船問屋が繁栄した。さらに文化5年（1808）高瀬御蔵の補助と

して高瀬から約2km下流の滑石に晒御山床が設置された。 

 菊池川左岸の最も下流部の河口に位置する晒は、その地理的特徴から、寛永16年（1634）には川口番所が置

かれ、のち晒番所として、鉄砲・槍などが配備された。文化5年（1808）には、川床が浅くなり海辺の村々から
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高瀬御蔵まで遡るのが困難になっていたことから、晒に御米山床が設置された。その後天保5年（1835）には高

瀬御蔵の支所として機能させるために逐次整備され、年貢米輸送のために平田船からより大型の上荷船へ積み替

える中継地点として重要な役割を果たすようになった。 

 晒船着場は、菊池川下流右岸の、菊池川とその支流の境川が合流する地点に整備された。境川は、昭和の初め

頃には流路が変更され、現在のように菊池川には合流せず、直接有明海に流入する流路に整備された。現在の菊

池川の河川堤防は、昭和44～50年頃に整備され、今とおおむね同様の状況になった。 

 安政年間の「菊池川全図」の晒周辺には、堤防沿に上流から津口改小屋、脇1基、俵ころがし、脇2基が記載

され、堤防内には俵ころがしに隣接して「晒御米山床」、下流の脇2基付近に「御番所」、「遠見」の施設が記載

されている。現在の川岸は約200mほどが船着場として整備されており、このうち俵ころがし1基と、下流側の

ハネが2基残存している。津口改小屋では、川の往来に際しては「川口出入札」を示す必要があり、坂下手永の

惣庄屋から発給された。現在は民家の敷地となっており、位置が特定できる。 

 高瀬以外に、川沿いの大浜や晒も大きく発展し、また千田などに俵ころがしが設けられ、菊池川全体で高瀬を

中核とした水運機能が整備された。 

玉名のみならず、熊本藩全体で米生産が盛んになった背景には、江戸時代の貨幣経済の発展と、享保15年（1739）

に開設された大坂の堂島米会所の影響がある。堂島には全国各地から年貢米が集まり、管理・保管するため各藩

ごとの米蔵が整備された。そこでは米切手が発行され、それを売買することで現金に換金することができ、金融

市場としての性格を持ち始めた。米会所で行われた取引では、取引期間毎に一つの銘柄を選び、それを基準とし

て取引が行われた。これを建物米（たてものまい）と呼び、売買人らの投票によって定められた。建物米に選ば

れるには、品質はもちろん安定した供給量などが選考基準となり、徹底した管理のもとで高品質を誇った肥後米

は、全国でもトップクラスの評価であった。他に人気だったのが、加賀、筑前、中国（山口）、広島産などの米

であり、肥後米を含めたそれらの米切手は特に高値で取引され、金銀よりも好まれたといわれる。 

この時代、米の生産量を増やすことが藩の財政を潤すことに直結し、藩をあげて増産に取り組まれた。海辺の

干拓や、長大な用水路の建設などが盛んに行われ、また米の生産に直接係る事業以外にも、年貢米の集積、管理、

輸送などに供するためのインフラ整備が積極的に行われた。高瀬に残る俵ころがしなどは、それらを象徴する貴

重な施設である。 

 

第３節 遺跡の変遷と現状 

（１）菊池川に関するこれまでの調査、研究など 

 文化庁は昭和45年度から「歴史の道」調査を実施しており、熊本県教育委員会では昭和56年度から3ヶ年計

画で豊後街道などの調査に取り組んだ。さらに熊本県教育委員会では、昭和61年度からは県内の河川を対象と

した水運の調査を3ヶ年で計画し、初年度は菊池川水運の調査が実施され、同年『熊本県歴史の道調査－菊池川

水運－』として報告書が作成された。 

ほぼ同じ時期、玉名市では平成60年度から62年度にかけて、文化庁の補助を受けて「高瀬湊関係歴史資料調

査事業」が実施された。調査では、主に高瀬湊に関する絵図類、港施設、街並、交易関係品、宗教美術品を対象

とし、『高瀬湊関係歴史資料調査報告書』（一）～（三）として報告書が作成された。 

 前述した文化庁の「歴史の道」調査に関しては、全国の調査結果をもとに、平成8年に「歴史の道百選」が選

定された。菊池川を利用した河川交通は、全国唯一の河川交通として選ばれた。平成6年度に「菊池川とともに

発展してきた玉名の歴史」をメインテーマとして開館した玉名市立歴史博物館こころピアでは、これを記念して
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第５図　高瀬町全体図

高瀬船着場跡

高瀬裏川

高瀬御茶屋跡

高瀬御蔵跡

(S=1:5000)0 200m
第６図　昭和 3年測量高瀬船着場跡測量図

『玉名市史資料篇 1絵図・地図』付図から編集作成
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第５図　高瀬町全体図

高瀬船着場跡

高瀬裏川

高瀬御茶屋跡

高瀬御蔵跡

(S=1:5000)0 200m
第６図　昭和 3年測量高瀬船着場跡測量図

『玉名市史資料篇 1絵図・地図』付図から編集作成
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第７図　高瀬船着場跡、高瀬御蔵跡、高瀬御茶屋跡全体図

※現況測量図に永青文庫蔵の高瀬御茶屋、御蔵の建
　物配置図を挿入して作成

高瀬御蔵跡

高瀬御茶屋跡

繁根木川

高瀬裏川

S=1:20000 100m

第８図　高瀬船着場跡、御蔵測量図
（『高瀬湊関係歴史資料調査報告書（一）』から転載）
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第７図　高瀬船着場跡、高瀬御蔵跡、高瀬御茶屋跡全体図

※現況測量図に永青文庫蔵の高瀬御茶屋、御蔵の建
　物配置図を挿入して作成

高瀬御蔵跡

高瀬御茶屋跡

繁根木川

高瀬裏川

S=1:20000 100m

第８図　高瀬船着場跡、御蔵測量図
（『高瀬湊関係歴史資料調査報告書（一）』から転載）
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企画展「川と港展」が平成9年9月2日から10月12日で開催され、大浜外嶋宮ゆかりの廻船模型などが展示さ

れた。 

 

（２）高瀬船着場関連施設の現状と整備状況 

高瀬町中心部から南側、かつて高瀬裏川が菊池川と合流する地点に船着場の遺構が残存する。裏川は現在は閉

鎖されて樋門が設けられている。菊池川沿いの120ｍほどの護岸範囲で、北側（上流側）は旧渡頭と呼ばれ、階

段状の揚場と俵ころがしが1基づつ残存する。南側（下流側）は新渡頭と呼ばれ、俵ころがし1基が所在する。

天保12年（1841）には、敷地南側に御米山床（米俵を野積みする場所）が整備されており、機能拡張が図られ

た。現在の2基の俵ころがしは、それぞれ旧渡頭と新渡頭と呼ばれていることから、下流側の1基はこの山床整

備の時点で一括して築造されたとみられる。 

 明治10年の西南戦争後に高瀬御茶屋、御蔵の建物群が焼失した後、一体は住宅地となっていたようである。

昭和15年に、御茶屋跡に建設省菊池川河川事務所が設置され、昭和20年代から河川堤防が整備され始めた。俵

ころがし付近もこの頃築堤されたとみられ、御茶屋・御蔵敷地と船着場の間に現在の堤防が築かれた。 

 昭和30年代には、災害復旧によって護岸工事が行われ、旧頭渡と新頭渡の間の石垣が整備された。これ以前

の写真などの記録と照合すると、船着場の石垣はすでに崩れており、この部分が整備・修復された。整備範囲は、

平面部分と、谷積の傾斜部分に区分される。谷積部分は新たに護岸で増設された部分であるが、平面部分は元々

あった石材の再利用と判断される。工事前の記録では、揚場の直下には船着場の石垣が確認されるが、そこから

新頭渡までの間は石垣がなくすでに崩れていたようで、その部分を谷積で工事されたとみられる。 

 昭和56年度には、国土庁所管の地方都市整備パイロット事業に基づく伝統的文化都市環境保存地区等（水際

緑化都市モデル地区）整備事業による整備が行われた。俵ころがし一帯が公園化され、新頭渡直下の石段などが

復元された。 

 昭和50年代以降から平成にかけては、災害などで俵ころがし付近の石垣が部分的に崩れることもあり、適宜

護岸のためテトラポットや根固石が設置された。 

 平成24年には、治水や河川利用の安全性の向上、良好な河川環境の維持、地域資源を生かした水辺空間の整

備などに貢献することを目標とし、国土交通省の「かわまちづくり支援制度」による事業が計画された。これを

推進するため、行政や市民団体で組織された「高瀬かわまちづくり協議会」が設置され、協議会で「高瀬地区か

わまちづくり計画」が策定された。平成25年に計画を実施するため、「高瀬かわまちづくり実行委員会」が組織

され、事業の具体的な方法などが検討された。平成26年から29年度にかけて、高瀬船着場跡の護岸工事や広場

整備が実施された。 

 

高瀬関係の調査・工事等履歴 

明治10（1877）年      西南戦争時に御茶屋、御蔵焼失 

明治24（1891）年4月1日  九州鉄道久留米－高瀬開通、 

明治24（1891）年7月1日  九州鉄道高瀬－熊本開通 

昭和43（1968）年      玉名駅－肥後伊倉駅間が複線化 

 

昭和15年     高瀬御茶屋跡地に菊池川河川事務所設置 

昭和20～30年代  菊池川築堤工事 第９図　高瀬船着場跡整備等経緯図
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昭和30年代    建設省緊急災害復旧工事 

昭和56年     国土庁伝統的文化都市環境保存地区等 

（水際緑化都市モデル地区）整備事業 

 

昭和41年   旧玉名市教育委員会で調査 

昭和60～61年 高瀬湊関係歴史資料調査事業 

 

明治6年 初代高瀬大橋架橋 

大正11年 2代目高瀬大橋架橋 

昭和35年 3代目高瀬大橋竣工 

 

大正5年  高瀬川鉄橋の鉄骨トラス架け替え 

 

平成24年度 高瀬かわまち協議会設置  

平成25年度 高瀬かわまち実行委員会設置 

平成28年～29年度 高瀬川沿い工事 

平成29年度 菊池川流域の米文化が日本遺産に認定  

 
 

 

  

第９図　高瀬船着場跡整備等経緯図
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第Ⅲ章 調査の内容 

 

第１節 高瀬船着場跡 

 調査では、高瀬船着場跡とその関連施設の調査を行うこととし、主に高瀬船着場跡の測量調査、晒船着場跡の

測量調査と、トレンチによる埋蔵文化財確認調査を行った。また高瀬裏川についても測量図を掲載し、石垣につ

いて状況確認を行った。高瀬船着場跡と晒船着場跡では、写真測量によって全体の実測図を作成し、俵ころがし

部分などはさらに詳細な測量図を作成した。 
 
（１）旧渡頭 

 旧渡頭と呼ばれる範囲には、船着場の護岸と階段状の揚場、俵ころがしの石畳がある。 
 俵ころがしは、川の流れに対してほぼ直行して設置され、スロープ部分は長さ約11.4ｍ、幅約4.1ｍ、高低差

約2.6ｍの規模を測る。使用される石材は長辺約1㎝、短辺約50㎝の長方形の凝灰岩製板石が主に利用され、

幅7列で長軸方向に17 石ほどが配置される。 

 揚場は、舟から俵などを御蔵内に納めるため階段状に築造されており、川側からの搬入路として利用されてい

たと考えられる。長さ約6.0ｍ、幅約5.8ｍ、高さ最大約4.4ｍ、階段は11段分が整備されており、石材は凝灰

岩が主であるが一部花崗岩が使用されている。階段部分の川側には幅8ｍほどの平場があり、凝灰岩で整備され

ている。 

 
（２）新渡頭 

新渡頭と呼ばれる部分の俵ころがしは、スロープ状の石畳と護岸石垣で構成され、スロープ部分は長さ約

12.6m、幅約4.5ｍ、高低差約3.0ｍの規模を測り、傾斜は約14度、川の流れに対して約40度の斜めに設置され

ている。使用される石材は最大長辺約1.2ｍ、短辺約50㎝の長方形の板石が主に利用され、幅7列、長軸方向

に16～20石が配置される。スロープ部分の両側の立ち上がりには25㎝×25㎝断面の長方形の角材（長さ約80

㎝～1.7ｍ）が使用されている。スロープ下からみて左に10石、右に8石が配置される。スロープ部分の南側の

石垣は12段、北側の石垣は10段積まれ、長方形の角材が使用されている。 

 スロープの下方には俵止めが復元されている。この周辺は、河川の洪水などで破損して復元されている。 

 

（３）護岸石垣と脇 

 旧渡頭と新渡頭全体が、石垣で整備されており、主に凝灰岩の角材が利用されている。旧渡頭と新渡頭の間に

は、崩れた跡があり、その部分は昭和以降に補修され、凝灰岩製の間地石が使用されている。旧渡頭の北側と、

新渡頭の北側には、護岸と港施設の保護のため、河川側に突き出た構造物である脇が2基設置されていた。旧渡

頭を脇１、新渡頭を脇２とする。 

 脇１は、高瀬川橋梁の下にあり、高さ最大約3.0ｍ、川側への長さ約6.5ｍ、石垣は7段分で構成される。川

側の先は間地石で修復されている。 

 脇２は、新渡頭俵ころがしの北側に隣接して築かれていたが、大部分は破損して補修部分が多く、元の形状の

復元は難しい。大部分が間地石で修復されている。残存している部分の石垣の高さは4.2ｍを測る。 
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第１１図　高瀬船着場跡新渡俵ころがし平面・立面図 S=1:1000 5m
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第１１図　高瀬船着場跡新渡俵ころがし平面・立面図 S=1:1000 5m

0 10ｍ 20ｍ

第１２図　高瀬船着場跡全体平面・立面図

新渡頭

旧渡頭

菊池川



10m0 S=1:120
第１３図　　高瀬船着場跡旧渡頭平面・立面図

谷積部分

谷積部分

谷積部分
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10m0 S=1:120
第１３図　　高瀬船着場跡旧渡頭平面・立面図

谷積部分

谷積部分

谷積部分



高瀬裏川土戸橋付近 高瀬裏川上町橋付近

高瀬裏川土戸橋北側 高瀬裏川高瀬目鏡橋南側
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高瀬裏川土戸橋付近 高瀬裏川上町橋付近

高瀬裏川土戸橋北側 高瀬裏川高瀬目鏡橋南側

第２節 高瀬裏川 

 高瀬裏川は、現在では高瀬市街地の北東側にある水路から分岐して流れ、菊池川と排水樋門で接続されている。

長さ約1kmの流路で、かつては玉名平野全体からの排水が流れ込み、菊池川と合流していた。前述の分岐点から

約250ｍほどの下流側には、玉名揚水機場が設けられ、ここから堤防を樋管で抜けて菊池川へ排水されている。  

高瀬裏川沿いの西側は高瀬本町通沿いであり、石垣で整備されている。川沿いの東側は、近年整備された菊池

川の堤防となっている。高瀬本町通からは、高瀬裏川を渡るための桁橋群が整備されている。昭和50年代に実

施された、伝統的文化都市環境保存地区等（水際緑化都市モデル地区）整備事業によって、現代まで良好な景観

が維持されている。 

 現在の駅通りから高瀬目鏡橋への道路は、かつては三池往還とよばれ、国道208号線が整備される前までは地

域の幹線道路として機能していた。高瀬裏川を渡る高瀬目鏡橋は、嘉永元年の築造であり、熊本県の文化財に指

定されている。 

 高瀬裏川のもっとも北側、玉名平野との境界付近には、かつては秋丸眼鏡橋があった。川から平野部への逆流

を防ぐための樋門兼用の石橋であったが、平成5年に橋の改修に伴い高瀬目鏡橋の南側へ移築復元された。 

裏川を渡る桁橋群は、築造時期は不明であるが、南から土戸橋、小崎橋、酢屋橋、上町橋が残存している。 

高瀬裏川の石垣は、高さ上流側が約 5ｍ、下流側が約 6ｍほどで、長さ約 700ｍにわたって整備されている。

高瀬本町通沿いの商家群の裏手にあたり、各戸がそれぞれで石垣の管理を行ってきた。このため整備時期、改修

時期などが異なり、石積方法などがそれぞれバラバラなことが特徴となっている。石材は大きく分けて凝灰岩と

安山岩があり、角材による石垣と、間地石による石垣がある。各戸から裏川へ降りるための階段が整備されてい

る。 
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高瀬裏川沿石垣関係地一覧

№ 大字 字 地番 地目 所有 備考
1 高瀬 保田木 74-2 宅地 個人
2 高瀬 保田木 79 宅地 個人
3 高瀬 魚屋 155-6 宅地 光尊寺
4 高瀬 魚屋 155-1 宅地 玉名市
5 高瀬 魚屋 156-1 宅地 個人
6 高瀬 魚屋 157-1 宅地 個人
7 高瀬 魚屋 158-1 宅地 個人
8 高瀬 魚屋 158-6 宅地 個人
9 高瀬 魚屋 159-1 宅地 個人

10 高瀬 魚屋 160-1 宅地 個人
11 高瀬 魚屋 161-1 宅地 個人
12 高瀬 魚屋 162-1 宅地 有限会社矢田部薬局
13 高瀬 魚屋 163-1 宅地 個人
14 高瀬 魚屋 164-1 宅地 個人
15 高瀬 魚屋 165-1 宅地 個人
16 高瀬 本町 232-9 宅地 個人
17 高瀬 本町 232-12 宅地 株式会社中川組
18 高瀬 本町 232-14 宅地 株式会社中川組
19 高瀬 本町 232-17 宅地 個人
20 高瀬 本町 232-13 宅地 個人
21 高瀬 本町 232-10 宅地 個人
22 高瀬 本町 233-1 宅地 個人
23 高瀬 本町 234-1 宅地 個人
24 高瀬 本町 235-1 宅地 個人
25 高瀬 本町 236-1 宅地 個人
26 高瀬 本町 237-1 宅地 個人
27 高瀬 本町 238-1 宅地 有限会社玉名衣料
28 高瀬 本町 239-1 宅地 有限会社玉名衣料
29 高瀬 本町 240-3 宅地 個人
30 高瀬 本町 246 宅地 個人
31 高瀬 本町 251-3 宅地 個人
32 高瀬 本町 252-1 宅地 個人
33 高瀬 本町 255-3 宅地 個人
34 高瀬 本町 255-6 宅地 個人
35 高瀬 本町 257-2 宅地 個人
36 高瀬 本町 258 宅地 個人
37 高瀬 本町 259 宅地 個人
38 高瀬 本町 261-3 宅地 個人

国道敷
39 高瀬 本町 261-2 宅地 個人
40 高瀬 下町 511-1 宅地 個人
41 高瀬 下町 512-1 宅地 個人
42 高瀬 下町 514-2 宅地 個人
43 高瀬 下町 516-1 宅地 個人
44 高瀬 下町 517-1 宅地 熊本石油株式会社
45 高瀬 下町 518-1 宅地 熊本石油株式会社

三池往還
46 高瀬 下町 519-12 雑種地 玉名市 公衆トイレ
47 高瀬 下町 519-1 宅地 個人
48 高瀬 下町 519-9 宅地 個人
49 高瀬 下町 522-1 宅地 個人
50 高瀬 下町 523-1 地目不明
51 高瀬 下町 524-4 宅地 個人
52 高瀬 下町 524-1 宅地 株式会社肥後銀行玉名支店

53 高瀬 八日町 551-1 宅地 個人
54 高瀬 八日町 552-1 宅地 個人
55 高瀬 八日町 553 宅地 個人
56 高瀬 八日町 556 宅地 個人
57 高瀬 八日町 不明 不明 金毘羅神社
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第３節 晒船着場跡の調査 

 晒船着場は、現状で残存している俵ころがし部分を中心に、川沿いの約190ｍが石垣で整備されている。かつ

ては俵ころがし、御米山床、米倉、番所、遠見などの港施設が整備されていたが、建築物はすべて撤去され、現

在は俵ころがし部分に船着場の名残をみることができる。石垣の大部分は、近年整備された凝灰岩製の谷積で整

備されている。俵ころがしの下流約 50ｍには、近年整備されたコンクリート製のスロープと階段があり、現在

の船着場として機能している。石垣で整備されている部分の川側は、コンクリートと捨石で根固めされて保護さ

れている。 

 俵ころがし以外の御米山床や御蔵、番所跡などがあった地点は、整地されて駐車場や広場となっており、かつ

ての形跡は確認されない。 

 

（１）俵ころがしについて 

 晒船着場跡の俵ころがしは、後世に改修されている部分が多いものの、阿蘇溶結凝灰岩の石材を多く用いて構

築されている。俵ころがしのスロープ部分が南北に2基あり、全体で南北約19ｍを測る。2基とも、スロープ部

分に立石があり、区画されている。 

北側俵ころがしは長さ約5.5ｍ、幅4.6ｍ、高さ約1.7ｍを測る。石材は南北方向に8列配置され、東西方向

に8～10個の石材が配置されている。大きさは不ぞろいで、最大で長辺約１ｍ、短辺約50㎝の石材である。北

側の約半分が凝灰岩の新材で補修されている。南側の立石より南側の一列も新材で補修されている。 

南側の俵ころがしは長さ約6ｍ、幅約4.3ｍ、高さ約1.7ｍを測る。石材は南北方向に8列配置され、東西方

向に8～10個の石材が配置されている。大きさは不ぞろいで、北側俵ころがしと同様、最大で長辺約1ｍ、短辺

約50㎝の石材である。船着場全体的に積み直しが行われているようで、石材が新材と入れ替えられている部分

多い。スロープ部分の下場から川側へ3ｍほどのテラス状の平場があり、そのさらに川側は谷積で補修されてい

る。本来は平場の規模もう少し川側へ伸びていたとみられる。 

 2 基の俵ころがしの間は、長辺約 9ｍ、短辺約 5ｍのテラス状の平場がある。俵ころがしから一段高くなって

おり、平場の北、東、南の石垣は近年補修されている。 

 
（２）晒船着場跡確認調査 
 晒船着場跡は、菊池川河口右岸の、標高3～4.5ｍほどの地点に位置する。現状で俵ころがしが残存しており、

その他の港施設は確認されない。安政年間に作製された、「菊池川全図」（以下「絵図」という。）には、番所、

遠見が描かれているが、それらは現状で確認されないため、トレンチ調査で状況を確認した。 

 調査では、堤防沿いの5カ所にトレンチを設定し、重機及び人力で掘削して埋蔵文化財の状況を確認した。 

１、２トレンチ 

 調査対象の最も南側に設定したトレンチで、南北約23ｍを掘削した。1トレンチに接して丁字形になるよう接

続し、東西７ｍを掘削した部分を2トレンチとした。 

 層位は、Ⅰ層からⅤ層までを確認した。Ⅰ層は山砂層、Ⅱ層からⅢ層は現代の遺物が確認され、Ⅳ、Ⅴ層は近

現代の遺物が確認された。Ⅳ、Ⅴ層は粘性土と砂質土が混ざり、河川氾濫原堆積層と判断される。 

 トレンチ南側から約7ｍ地点で、凝灰岩の構造物が検出された。目地詰めにモルタルを用いられ、石の間から

近現代の瓦が検出された。用途は不明であるが、土止めまたは建造物の一部であったことが考えられる。また、

トレンチ北側と2レンチの一部のⅣ層上面で、モルタルでの整地面が検出された。凝灰岩の構造物とあわせ判断 第１５図　晒船着場跡位置図

晒船着場跡

津口改小屋跡

S=1:50000 200m

;
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第１５図　晒船着場跡位置図

晒船着場跡

津口改小屋跡

S=1:50000 200m

;
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第１６図　晒船着場跡測量図及びトレンチ配置図

駐車場

広場
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ワク
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S=1:10000 50m
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池

川
４トレンチ

５トレンチ

３トレンチ

４トレンチ

１トレンチ

２トレンチ

S=1:1000 10m
第１７図　　晒船着場跡俵ころがし平面・立面図

谷積部分

谷積部分

谷積部分

菊池川



第１６図　晒船着場跡測量図及びトレンチ配置図
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S=1:1000 10m
第１７図　　晒船着場跡俵ころがし平面・立面図
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菊池川
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俵転がし場跡
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『玉名市の文化財第 4輯（1973）』から転載

晒の浦風景

上番役人　野村邸跡 米蔵基壇

俵転がし場跡

すると、全体が建築物の一部であったとみられる。 

３トレンチ 

 1、2トレンチの北側に設定したトレンチで、南北約10ｍを掘削した。深度は全体で約１ｍほど掘削し、全体

的に現代の建築材などが多量に検出された。 

４トレンチ 

 3トレンチの北側に設定したトレンチで、南北約9.9ｍを掘削した。Ⅰ、Ⅱ層とも現代の遺物が検出された。

トレンチの中央付近から、凝灰岩製の井戸枠とみられる構造物を確認した。井戸破棄時の埋土に相当するＡ層か

らは現代の建築材等が多量に確認され、井戸設置時の埋土に相当するとみられるＢ層からも、現代以降の遺物が

確認された。Ⅲ層は、砂層と粘性土が互層状に堆積し、河川堆積層と判断される。 

５トレンチ 

 調査対象地の最も北側に設定したトレンチで、南側俵ころがしの西側、御米山床があった地点に相当する。4

トレンチの北側に、南北約11ｍを掘削した。層位は、Ⅰ、Ⅱ層とⅣ層までを確認した。地表から約80㎝ほどの

深さのⅠ、Ⅱ層までは現代の建築材等を含み、Ⅳ層は、1、2 トレンチのⅣ層と同様に、河川堆積層と判断され

る。 

今回の調査では、近世の晒船着場に関係する遺構、遺物は検出されなかった。「絵図」に記載されている遠見な

どの施設の形跡は確認できなかった。すべてのトレンチから、現代の瓦などの建築材片が多く確認され、以前の

建物解体後の整地層の上を、さらに山砂で整地されている状況とみられる。 

 晒船着場の古写真をみると、堤防上の高さと同じレベルで建物が建設されているのが判明する。遠見や番所、

御米山床などの施設敷地は、古写真と同様に堤防と同等の高さに造成されていたことが考えられる。現在の堤防

上の高さとほぼ変わらないと想定すれば、今回の調査範囲は、削平された上で建物等が建設されたと判断される。 

 国土地理院蔵の昭和20年以降の航空写真で確認すると、昭和50年代まで、今回調査を行った付近には建物が

存在しており、建て替えも行われているようで、その後解体されて整地されているとみられる。 
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第１9図　高瀬船着場跡過去の調査位置図

高瀬船着場跡

①

②

③

④

⑤

高瀬御蔵跡

高瀬御茶屋跡

第５章　高瀬船着場跡と周辺の過去の調査
　
　高瀬船着場跡付近では、過去に開発事業に伴う確認調査を行っており、その成果を再録してまとめる。
遺跡名、年度、掲載報告書等は以下のとおり。
①高瀬御茶屋跡　平成 13年度調査
　玉名市内遺跡調査報告書Ⅱ　平成 13・14年度の調査　玉名市文化財調査報告第 13集　2004
②高瀬御茶屋跡　平成 17年度調査
　玉名市内遺跡調査報告書Ⅳ　平成 17・18年度の調査　玉名市文化財調査報告第 17集　2008
③高瀬船着場跡　平成 24年度調査
　玉名市内遺跡調査報告書Ⅸ　平成 24・25年度の調査　玉名市文化財調査報告第 33集　2017
④高瀬船着場跡　平成 25年度調査
　玉名市内遺跡調査報告書Ⅸ　平成 24・25年度の調査　玉名市文化財調査報告第 33集　2017
⑤高瀬御蔵跡　平成 26年度調査
　玉名市内遺跡調査報告書Ⅹ　平成 26・27年度の調査　玉名市文化財調査報告第 37集　2018

S=1:20000 100m
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第Ⅳ章 過去の調査 

 

 高瀬船着場跡付近では、過去に開発事業に伴う確認調査を行っており、その成果を再録してまとめる。遺跡名、

年度、掲載報告書等は以下のとおり。 

①高瀬御茶屋跡 平成13年度調査 

玉名市内遺跡調査報告書Ⅱ 平成13・14年度の調査 玉名市文化財調査報告第13集 2004 
②高瀬御茶屋跡 平成17年度調査 
玉名市内遺跡調査報告書Ⅳ 平成17・18年度の調査 玉名市文化財調査報告第17集 2008 
③高瀬船着場跡 平成24年度調査 
玉名市内遺跡調査報告書Ⅸ 平成24・25年度の調査 玉名市文化財調査報告第33集 2017 
④高瀬船着場跡 平成25年度調査 
玉名市内遺跡調査報告書Ⅸ 平成24・25年度の調査 玉名市文化財調査報告第33集 2017 
⑤高瀬御蔵跡 平成26年度調査 
玉名市内遺跡調査報告書Ⅹ 平成26・27年度の調査 玉名市文化財調査報告第37集 2018 
 
  

第１9図　高瀬船着場跡過去の調査位置図

高瀬船着場跡

①

②

③

④

⑤

高瀬御蔵跡

高瀬御茶屋跡

第５章　高瀬船着場跡と周辺の過去の調査
　
　高瀬船着場跡付近では、過去に開発事業に伴う確認調査を行っており、その成果を再録してまとめる。
遺跡名、年度、掲載報告書等は以下のとおり。
①高瀬御茶屋跡　平成 13年度調査
　玉名市内遺跡調査報告書Ⅱ　平成 13・14年度の調査　玉名市文化財調査報告第 13集　2004
②高瀬御茶屋跡　平成 17年度調査
　玉名市内遺跡調査報告書Ⅳ　平成 17・18年度の調査　玉名市文化財調査報告第 17集　2008
③高瀬船着場跡　平成 24年度調査
　玉名市内遺跡調査報告書Ⅸ　平成 24・25年度の調査　玉名市文化財調査報告第 33集　2017
④高瀬船着場跡　平成 25年度調査
　玉名市内遺跡調査報告書Ⅸ　平成 24・25年度の調査　玉名市文化財調査報告第 33集　2017
⑤高瀬御蔵跡　平成 26年度調査
　玉名市内遺跡調査報告書Ⅹ　平成 26・27年度の調査　玉名市文化財調査報告第 37集　2018
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第Ⅴ章 調査のまとめ 

  
今回の調査では、主に高瀬船着場跡を中心に、晒船着場跡の調査を重点的に行った。高瀬船着場跡では、石垣

で整備されている部分の測量を行い、実測図を作成した。晒船着場跡では、俵ころがし部分の測量を行い、実測

図を作製した。また、晒船着場跡では、トレンチ調査による港関連施設の確認調査を行った。 
高瀬船着場跡は、以前から玉名地域を代表する遺跡として重要視されており、今回の調査で俵ころがしなどの

実測図から、石垣などが良好に残存することが確認できた。これまでの河川管理上、修復されてきた部分がある

ものの、近世の船着場としての形跡を良く残しており、俵ころがしと一体となって整備されている状況は、同様

の類例をみない。 
晒船着場跡は、高瀬船着場の補助的な役割を担うよう整備された船着場で、ここも高瀬と同様に俵ころがしが

良好に残存している。俵ころがし以外の部分は後世の修復であるが、高瀬船着場跡に次いで残存状況が良い。俵

ころがし以外の船着場関連施設である番所や遠見などの施設は、今回の調査では確認できず、後世の土地利用の

課程で撤去されているようである。 
高瀬船着場跡と晒船着場跡は、近世の熊本藩が全国有数の米産地で、菊池川の水運を利用して年貢米を大坂の

堂島へと積み出し、藩の財源としていたことの象徴として位置付けられる。 
高瀬以外では、熊本市川尻にある熊本藩川尻米蔵跡（外城蔵跡・船着場跡）でも階段状の雁木などの船着場施

設と米蔵が良好に残存しており、国の史跡に指定されている。高瀬船着場跡とその関連遺跡は、川尻米蔵跡と比

肩する、熊本県内及び全国的にもでも重要で特徴ある遺跡として評価される。 
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新渡頭俵ころがし南側石垣

新渡頭俵ころがし北側脇

新渡頭と旧渡頭間の石垣
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高瀬船着場跡　旧渡頭（北から）
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図版 5	 	



高瀬船着場跡　旧渡頭（北から）

旧渡頭　俵ころがし（東から）

図版 5	 	

旧渡頭　揚場（東から）
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高瀬裏川　秋丸眼鏡橋付近

高瀬裏川　高瀬目鏡橋付近
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高瀬船着場跡オルソ画像
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高瀬裏川　北側全体
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晒船着場跡俵ころがし付近
（北から）

晒船着場跡俵ころがし
（東から）

晒船着場跡俵ころがし
（南から）
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晒船着場跡
南側俵ころがし面（東から）

晒船着場跡
北側俵ころがし面（東から）
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確認調査地点（南から）
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北側俵ころがし面（東から）

晒船着場跡
確認調査地点（南から）
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晒船着場跡俵ころがしオルソ画像
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晒船着場跡確認調査
１トレンチ（南から）

晒船着場跡確認調査
１トレンチ南側（北から）

晒船着場跡確認調査
１トレンチ、２トレンチ接点
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確認調査２トレンチ（東から） 確認調査３トレンチ（南から）

確認調査４トレンチ（北から） 確認調査５トレンチ（南から）
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